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江戸時代の科審
理學博士　　桑　木　　残　雄
　江戸時代は慶長から慶慮まで，1600年代から1868年illi後まで1・，　コペルニ
クスのDe　Revolutionibusの出版が1513年であるから，我が江戸時代の初期
は，野洲ではケプレル，ガリレイ等の，近世慨世黎明期に相當し．恰もこの
時期に彼我の交通が初まったのであった．帥ち，ポルトガル人が種子島に鐵
砲を傅惜したのが1542年（天文12年置，その同じ年にシヤヴイエルが欧洲から
印度に早着し，其後十年ならすして我國にジェスイットの四聖を見，我邦人
は是等天主教徒から西洋の科學，先づ天文と讐學とを肇んだ．それらは彼等
が異邦人教化の方便として用ひたものであり，元來，文化の開学には，常に
天文と醤學とが凡ての科學的知識の先行者となることは，我國推古朝雪避曾
の渡來にも暦本天文署藥が先づ之に件つたことにも知られる．天主教徒の説：
いた天文學は上記の年次共他も示すやうに，コペルニクス以前，緻洲中世に
於ける，ロ1マ法王允許，　アリストテレスの宇宙論を宗とする天動説であっ
たが，半時我が邦人には珍奇であり，より合理的であり，喜んで之に聞き，
有名なシヤヴイエルの書簡に，我邦人の種々の美徳を讃えた中に，その天文
の知識の欲求の盛んなことを述べたものもある．然しながら恰も之と前後し
て吟唱に於て一大狂瀾を巻き起しつxあったコ〈sルニクスの地動説が約200
年を群れて安永天明寛政の頃に初めて我國に傳へられ，同檬に凡ての欧洲近
世三隅の琴唄に我國が無知であったのは，固よりこの聞に於ける鎮國の結果
であり，漸く享保，延享以後，蘭學の解放に依って，先づ天文學と警學とに
於て欧洲近世の進歩に目畳め，つV・で物理，化學等，江戸末期には隊洲重工
業の獲達を追ふに至ったのである．この故に江戸時代の科學は隊洲との一二
世紀の・・ンデイキヤツプを追ふ開拓者等の限りなき努力の外に，創造的な何
者もないやうにも見られるが，：叉前述のやうにその心乱の順序が一般科學獲
達史の縮圃の如きものがあip，原理的思想的なものがあるなどに就て傅ふべ
きものもあると思はれる．
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　慶長11旧く1606年）林三山が松永貞徳等と共に耶蘇會者不干に丁丁した記
事，そのL排耶蘇「なる一文（三山三下複刻本第2巻，228頁）に在り，其中に，
L彼れ（耶蘇會）者地中を以て下となし，地形を圓なりとす，其惑量に悲しから
すや，朱子の所謂天牟地下を続る，彼れ之を知らす「又L耶蘇者日天圓，地亦
圓．余謂……三者圓，静者方■と．羅山は上下の維i陽性に拘泥し，天圓地方の
朱子の言を株守した．當時羅由は京都の清原家の古註に反響して新たに朱子
學を唱道したのであるから之を守るに急であったことは察せられる．併し50
年後の明暦年間に長崎で著はされたL乾坤藩説「は所謂南蟹天文書（蹄化ポル
トガル人澤野忠庵の記述せる）の本文へ，儒且つ讐である向井玄松が陰陽五
行説，性理設等から辮指したものであり，一般にその辮説は本文よ一りは却て
牽強附會であるが，二四説を支那の奮説として肯定してみる所に野山時代よ
りも一段の進歩があった．然しながら此書は三時秘書の類で少激の閥に傳爲
されたに過ぎない．
　前にも蓮べたやうに我國は推古朝に繭y囎の渡來以後，暦術天文閉門はd，／．，
吉備眞備の時代には槻二等も相當進んだが，其後國内争露L相次いで暦術も僅
に形ばかりの縫綾に北まった．慶長元和干黛牧まって後，民闇から奮起する
ものがあって徳川氏の援助を得て貞享改暦となり，学術天文の實灌が京都か
ら江戸に移り江戸に天文壱が出來るやうになった．この頃から新暦め解説書，
績いて天文一般の書物が江戸京都大阪のみならす他の・L地からも出版された
ものも少くなかったことは楕當時の事情を知らしめる．記述の根源は凡て支
那の書物から來て居り，併しその中には支那の書物を通して辛きに記した天
｛1教徒の西洋天文論を述べたものも見出される．それらの申で西川如見は，
瞳はり自ら欧文を讃み得なかったであらうが，當時唯一の我國貿易港であっ
た長崎に在って外國の事情に比較的に通じ，二十激種の地理天：三等の著書が
あり，其中には京阪の書騨が著書の許を待たすして出版したものもあると云
ひ，當時に流布し，如見の名も高く，七十除裁にして江戸に召されて將軍吉
宗の天文學上の質疑に答へたなどの事跡もあり，三見は長崎で終ったが，如
見の子忠次郎正休は江戸の天文方として召出された．如見の諸書中に西洋新
説として地動説に僅に鰯れてるる所もあるが主として蕉來の天動論を租詳細
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に説：明し，且つ所謂形氣の天學と命埋の天子とを別ち，下見が繭者に重きを
置いてみるのは占星術等の迷妄に陥いるを進けやうとする所謂影回科墨に目
畳めたことを示し，前述向井立松等が五行説等に拘泥せるに比し更に進歩せ
るを見ることができる・然しながら玄玄にいふ形下命理，叉氣理の説は因より
宋學の影響である．先きに述べた林羅山のL排耶蘇「のri：に耶蘇會者と田野先
後について鼎じ，野山は理を先きとして説いてみるものなどがある．周茂叔
程兄弟を経て朱子の説は丑喩二元説若くは理一元説として丁目諸家の見る所
のやうで，羅山以後林家官學も共様であった．之に封し伊藤仁齋の語孟字義，
貝原釜軒の大疑録，三浦梅園の立三等，三門いで氣一元論を提唱したことは
著るしとすべきである．氣は三下の形象より來れる文字と云ぴ，ガス禮，二
丁の意，室氣や水門下を物質のエッセンスのやうに考へたことは，ギリシャ
で室氣，エール，エ1テルを回しも匠肥しなかったことNも通じ，仁齋，釜
軒，梅園の氣一元説には僅に室氣，大氣の實在を認識した如き極めて素朴な
一一一ﾊもあるが，アナキシメネスのいふ三四，デカルトのいふプレヌム等と伺
じく原始物質の意があり，氣，質，性，理，道，心，太極，無極，等増しも
精密なる定義を與一得すとも，自ら形而上的と形而下的とに別れ，一・一元論は
實在論的と観念論的，唯物論的と唯心論とに男llれ，仁齋，釜軒のは四丁論的，
唯物論であるが，梅園はその上に封得，反二等の三口を述べて，自然の研究
法につV・て云へるは，程兄弟，郡康節にも通する所あるが，叉一三詳密であ
り暗示的であり，L玄語■の著にその艦系を述べ，　L贅語「L敢語「に文献等に
ついて補足してある．梅園は豊後杵築藩の儒者であるが，同藩の儒者綾部予
州の子，後に大阪の人となった麻田町立が天文學に通ぜるのと交り親しく，
梅園も三時入手し得る凡ての天文書を閲讃したやうであるが，固よりそれら
は前述の支那根源のもの1みであり，宗とする所は天動説であった・梅園晩
年，安永天明の頃，長崎に遊び，　まさに蘭學の勃興期の頃で通詞吉雄耕丁，
松村翠崖，本木蘭皐等から所謂歓洲の新天文説，地動説を聞き，その眞なる
を思ひ，然かもその管理考ふべからすとして，永年の努力が徒爾に蹄したこ
との自畳があったやうに思はれる．その所謂自然の研究法は敷學と結びつく
こともなく，實験的でもなく，輩に思辮的であったから，　ドイツの或時代の
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自然哲學と同様で，普通の自然二二の方法とは別種のものであった．
　上述のやうに我國の理學ぽ，三三以後に於ては，支那の天文箪（天主教徒
のそれを含みて）と支那の哲學（宋より明に至る）とを基として獲達し實謹
的學風も起り干たつたのであるから，此儘に推移したならば，或は和算が我
國特殊の四達を見たやうなものを自然科學に於ても生んだかも知るを得なVO
が，恰もこのときに前記の如き二三の勃興によりて，三二に於ける二成の自
然七三の結果を直に構取することNなった。而してこの蘭學の勃興は，二軍
吉宗が如何なる原因に依りて天文學を愛好し，それが機縁となりて，江戸に
青木昆陽，前野良澤，杉田立端，大槻磐水，長崎に吉雄耕牛，西善三郎，本
木蘭皐，志筑忠雄等の蘭學凋拓者を導くに至ったこと，今は周知の話柄とな
った．
　かやうにして江戸の蘭學者，良澤，三白，磐水，淳庵，甫子等は主ら和蘭
署書の七三に努力したが，長崎の本木仁太夫良永，共弗子志筑忠雄は和蘭天
文書，砲術書等の方r酊を開拓し，幕府は本木に命じ，諸種の和蘭天文書を翻
言下せしめて，既述の如き江戸天：文方の滲考に資し，初めはその利用も徐り十
分でなかったやうであるが，志筑の弟子馬場佐十郎が江戸天文方に加はるに
及んで二三事業もシヨメ1ル百科杢書を和解するに至る等，大に進渉し，醤
學天文學以外諸般の科學に及び，佐十郎の弟子青地林宗は文政年間に我國で
出版された最初の物理書L氣海観瀾コを蘭書より抄言睾し，その十年後に同じく
江戸の薗學者宇田川熔庵はL凹凹啓冴ご「，L舎密開宗■を出版した．
　安永，天明，寛政の頃，本木に依る和蘭天文書の和解の中，一・一4般的奴果の
最大であったものはコペルニクス地動説の紹介であった．既述のやうにそれ
はmペルニクス以來二世紀を経過し，欧洲で基督i穀との争が牧まってから一
世紀であったが動がざる山の如しといふそれが動き『つSあるといふことが隊
洲に於ける定説であると聞v・て我國一般に動揺なきを得なかった．本木の澤
書は凡て官府に納められ，出版もされなかったから，大阪の山片幡跳の著書
に滲考書の中に之を掲げてあるものもあるが，一般には本木の下書の流布は
極めて狡まかったやうで，営二二説を一般に弘布するに力のあったのは江戸
司馬江漢の諸著であった．江漢は長崎で本木に依りて其説を知ったのであっ
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た．
　西洋の瓢天文詮，地動説，之に綾いてニユ1トンの引力設其他の載新にし
て詳密なる諸説，叉明和以後エレキテPレの不思議等に刺激せられ，支那の
天文學，支那の窮理に封ずる信愚は一般に喪失し，漢学者で，自ら蘭學を研
究し，究理に志したものも少くなく，就中豊後の儒者帆足萬里は既記三浦梅
園の學説を縫V・で経史詩文の外に究理につV・て初め梅園を租罪しやうとした
が後に自ら二丁を修めて和蘭物理書天文書等を繹讃して天保年間にL究理通『
八巻を著はした。當時和蘭物理書の和繹の典嫁としては既記志筑の諸著，就
中し暦象新書「が傳爲に依りて得られるばかりであった．志筑はL暦象新書「の
原書，ジョン，キィルの物理的の不十分目あることを1鞭ち，キイルの墜下ユ
1トンの著述を見るを得ざるを嘆じてみるが，萬里は叉その入手せる和蘭物
理書の初等的記述的であるに飽き足らす，叉和蘭製器械の下しも彫琢巧緻で
ないところがら，我邦人は技巧に於ても推理に於ても彼に勝ると云ひ，和算
を用ひて頻に落膿法則等の吟味をなしてみる條もある．江戸時代の中期より
末期に及び我國の學者としての系統を傳ふる儒者の中に於て上述の如き宮遷
があり，叉國三者中で二丁中主祠1を太陽に配し，地動説を自家の説としたの
などもあったが，佛家が一般に須彌山訳：を保持して西洋天文説たる地動説を
排撃してみたのは地動設が西洋傳來なる故に之を基督教に結びつけたのにも
依ったやうであるが，基督蔭教新教共に地動説の磯達に幸しなかった歴史は
未だこの時には傅へられてるなかったのである．下家の地動論反響の著述の
最たるものは樺圓通の．佛國暦象編「であり，この書は叉オランダのシユ囚
ゲルの星辰考原に引用されてるた唯一一の和書でもあった・
　江戸時代の科學の獲達は蘭學に關しては先づ江戸と長崎とを中心として起
り，別に大阪の麻田剛二i7を宗とする天文實測の一派があり，夫等が次第に江
戸天文豪，蕃書取調所に集中され，明治維新と共に東京大學，下野大饗とし
て現はれ，途にその出獲黒具に於ける既記二丁との一，二IU一紀のハンデ6キヤ
・ソプを償却するに至ったのである．〔江戸時代の科學より〕　　　　　（終〉
